
●日　時／平成 30 年11月16日（金）　13時00分～16時00分
●場　所／すこやかセンター伊野
●実践現地研修（場所：日高村、佐川町 施業現場）
●出席者／63名

●会長あいさつ
 中嶋会長 
　今日は現場視察という
ことで、林業を始めて４
年目のお二人の山を見に
行きます。
　去年、一昨年ぐらいか
ら、全国的にも豪雨が頻
発 し 、全 国 で 災 害 が 起
こってます。高知でも去年は台風、今年は西日本豪雨があったと
いうことで、かなり風倒木が出てました。幾つか調査に行きまし
たが特に高知市から香美市にかけてが風倒木が多く、ほとんど
間伐施業をしたところが倒れていました。未整備の山も、ちょろ
ちょろありますが圧倒的に間伐整備したとこが倒れてます。大き
な道や列状間伐の隙間に風が入る。この間伐整備は未整備より悪
い整備になっています。
　それから、西日本豪雨や去年の九州北部豪雨の後、岡山の東部
のほうや、四国の一部を見て周りましたが、ほとんどが、間伐施
業、あるいは皆伐をしたところがやられていました。
林業やりながらこういう崩壊を起こさせると、もうその後続きま
せん。幸いなことに、小規模にやってる自伐の人、西部もかなり

いますが、全く壊れてない。
この差は歴然です。だから、
皆さんが向かってる方向性は
自信を持ってください。けど
も、その作業道の入れ方とい
うのを、とにかくレベルを上
げてください。　今日行く佐
川町も、西日本豪雨で700

ミリぐらい降ったんです
かね、ほとんど壊れてない
と思います。だから、それ
はどういうことなのかとい
うことを。持続的に林業を
やるには、豪雨や風による
風倒木や土砂崩壊、作業道
崩壊を起こさせないという
ことです。これがあると地域の人も安心します。下流に住んでる
人も安心です。逆に防ぐというような展開をしていかないけない
ですね。後、関西を視察に行ったときに３割間伐したところがか
なり風倒木出てました。これやっぱり県には考えてもらいたいで
す。経営計画は３割以上なんですが道入れて３割というと、４割
近くになります。林野庁は、10立方以上なんで１割でも構わな
いと。ただ、県が決めていることなので、県は考えないといけな
いと思います。これは県に対する私からの提案です。
　森林経営計画立てた場合でも、もう２割間伐でもオーケーにし

ないと、森林劣化を招きま
す。今回の西日本豪雨がそれ
を証明してます。大きい３
メートルの道を入れれば補助
金は出ますが崩壊のリスクが
めちゃくちゃ高まります。そ
うではなく２メートルから

2.5メートルのぎりぎりの幅員できっちりやれる人たちが持続性
が出てきます。これを間違わないように。自伐でも大きい道入れ
ようと思ったら入れれますが、これをやると森の劣化、山林所有
者と契約してる方は山林所有者に申しわけがないということに
なってきますので、そこを守りながら、適正な間伐して、次の10
年後には材積が増える。生産してるのに、山の材積が減らないと
いう林業をやっていけば必ず自立は見えてきます。

その他活動事例については、
以下のURL内に掲載中です。▶▶▶▶▶▶▶▶
http://kochi-shoukiborin.jp/info/dtl.php?ID=529
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2. ワークスタイル

　2016年に本山町で結成された「山番 有限責任事業組合（以下 山
番LLP）」代表の川端さんとメンバーの皆さんにお話をうかがった。

「山番」とは
　世界遺産の地、奈良県吉野に何世紀にもわたり築かれた「山守（や
まもり）」という持続可能な森林管理制度がある。もともと嶺北にも
同様の意味をもつ「山番」という言葉があったが、近年ではそのなり
手がいない状況が続いていた。川端さんが仲間と嶺北の山を守って
いく、持続可能な林業を営んでいくための、有限責任事業組合（以
下 LLP）を立ち上げるさい、やりたい事と山番という考えががっち

りと合い「山番」を
復活させた。
　全員移住者、林
業で起業定住を目
指す。
　山番LLPのメン
バーの背景は、塗
装 業 、僧 侶 、会 社
員、もともと高知
が 好 き だ っ た 人 、

　秋から冬(9月〜3月)の朝7時〜16時に作業を行う。嶺北の山は
日が暮れるのも早く、夕方の時間が有効に使えている。みんなから
意見をだしあって今の時間になった。こういうところもLLPの良い
部分だと思う。
　今回取材に伺った現場ではラジキャリを使った架線搬出を行っ
ており、山の状況や山主さんの要望にあった形で柔軟な林業を行っ
ている。山には最低二人以上で入り安全対策・安全装備を徹底、ト

林業の6次産業化へのチャレンジ
山を守る「山番」後継者の育成

本山町／
山番 有限責任事業組合

副業 6次産業化

土佐嶺北の山を守る「山番　有限責任事業組合」の立ち上げ

山番LLPの林業

高知にご縁があった人、
移住相談会がきっかけと
なった人とまさに様々。
共通点は全員移住者であ
ること。「みんなよそも
のなので、団体を作らな
いと信頼性が低い、相談
した結果、個人事業主が
寄り集まってやる今の形

（LLP）でまずはやってみよう、軌道にのれば法人化したらいい」と、
山番LLPを立ち上げた

　3年目を迎えた今年、去年末に千葉から移住してきた稲葉さんを
迎え入れ山番のメンバー4人体制となった。
　「3人いれば十分、チームとして4名で1名休める体制が作れた。
危険の多い業種、1名で作業をさせないことが大切。」
将来も見据えている。
　「3年目になってこの形でよかったと思う、団体を大きくしたい
わけじゃない。将来は、それぞれが暖簾分けしてチームを増やして
いきたい。そういうことがやりやすいのがLLPだと思う。」

ラックやグラップルなど
の高価な林業機械は、山
番から本山町に投げかけ
て、町が地方創生補助金
を活用して格安でレンタ
ルしている。

左から代表の川端さん、稲葉さん、中西さん
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3. 支援制度の紹介

山番のメンバーはそれぞれが林業+αの副業を持っている。
秋から冬(9月〜3月)の期間は林業をメインに活動し、それ以外の
時期、夏場は花火師や木材加工業、年間を通して地元の登山ガイド、
婚活事業を行うなど仕事のスタイルはメンバーによって様々。

「いろいろ組み合わせて副業だったり多方面から収入を得ている。
林業で生活できているかどうかの基準はよくわからないが、事業体
として3年目、手応えを感じ、自分の生活レベルに合わせて、楽し
いことをしながら生活できている。日々考えながら、できることが
増えていくのが本当に楽しい。」

「嶺北の山を守る。嶺北でも本山にこだわっていたい。」

　山番は最初は地域おこし協力隊(役場の立場で)として、しっかり
と一箇所やらせてもらい、そこから広がっていった。自治体のバッ
クアップがないと厳しい現状もある。
　本山の森林組合との関係も良好で、森林組合からの紹介や委託で
作業することも多くある。ノルマに追われず焦らない、先を考えた
丁寧な仕事を意識して行っている。
　理想は補助金に頼らず自分の山を持ちたい。
　1シーズン5ヘクタールで1チームあればいい。

　代表の川端さんは、本山町、森林組合の協力を得て林地の集約化
にも取り組んでいる。
集　約化にかかる説明会や事務手続きは自治体にサポートしてもら
いながらだが、「地元の人、親戚をたどりながらの山主探しを、民間
の移住者がやるのは大変。それでも林地集約をやるのは、次の世代
のためになると思ってやっている。」

林業の6次産業化にも注力
　「山師が切って山師がひいた」
　山番で切った材木を製材まで行い、川端さんが副業にしている本
山町の木材加工会社「ばうむ合同会社」が材を買い取り、加工販売ま
でする6次産業化に取り組み「6歳になったら机を作ろう ！」プロ
ジェクトなど、地域資源である木材の価値を上げ地域の活性化に繋
がるイベントも好評を得ている。

ばうむ合同会社

http://baum-llc.com/

6歳になったら
机を作ろう！

https://iko-yo.net/topics/desk

土佐嶺北の山を守る「山番　有限責任事業組合」の立ち上げ 林業と副業、それぞれのライフスタイルに合った林業

山番LLPの林業

施業地の確保は移住者が林業をやる上で大きな課題

林地集約・林業の6次産業化にも注力、それぞれが副業をもち豊かな生活の実践。

作業道を作設するためのバックホウや、林内で間伐した丸太を
運ぶための林内作業車などの林業機械のレンタルに対して支援
をします。

機械のレンタル

▶レンタル料等を補助します。

補助対象経費 補助率・補助上限額 補助要件

レンタル及び回送
に要する経費
（消費税を除く）

2分の1以内
レンタル期間は6か月以内

バックホウ（0.25㎥規
格相当以下）、林内作
業車、ダンプトラック
等、木材の集材・運搬
に必要な機械

安全装備の導入を支援します。

労働災害を防止するために着用する安全装備等の導入に対して支援
をします。

安全装備

▶安全装備購入費等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助対象品

安全装備等の購入費
ただし、指定された
3つの特別教育をす
べて受講した者

定額
ただし、1人当たり
4万円が上限

保安帽、防振手袋、チェーンソー
防護服など

林材業労働災害防止協会高知県支部　 
TEL.088-856-5721

上 記 の
お問合せ

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4876

上 記 の
お問合せ

機械のレンタルを支援します。
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　会員の活動事例や支援制度の紹介、協議会の開催など様々な情報
を掲載していきます。
　ぜひ、御覧ください。

【URL】https://kochi-shoukiborin.jp/

4. ホームページ開設のお知らせ

小規模林業 　検索

無料アプリ 「COCOAR2」 を
ダウンロードして動画を見よう！

写真が動く！？を
体験しよう！

小規模林業 動画
※タップ後の遷移先は「http://kochi-shoukiborin.jp/lp/」です。

「COCOAR2 」ダウンロード

＊紙面から外すとフル画面に変わります。
＊動画を押すと一時停止〜再生が可能です。

③紙面で動画が流れます

①アプリを起動

④●をタップで
　次のスキャンへ

②写真をスキャン

使い方

このパンフレットの　　　マークのある写真に
スマートフォンをかざすと写真が動き出します！

現場での技術指導や安全対策を支援します。

林業の担い手確保のために支援します。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木の
選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーを派遣し
ます。派遣日数は最大 5 日間まで、会員の方の自己負担はありません。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木
の選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーの事
業地を訪問する事業です。

アドバイザー派遣 先進地現地研修

▶派遣アドバイザーに支払う報償費を補助します。 ▶現地アドバイザーに支払う報償費を補助します。
補助対象経費 補助率・補助上限額 補助要件

①アドバイザー
　への報償費
②アドバイザー
　への旅費

定額
アドバイザーに支払う報償費は1日当た
り2万4千円を上限とする。
※派遣日数は１人当たり最大５日間まで

ア ド バ イ ザ ー
派 遣 を 申 請 す
る 者 が 会 員 で
あること

補助対象経費 補助率・補助上限額 補助要件

アドバイザー
への報償費

定額
アドバイザーに支払う
報償費は1日当たり2万
4千円を上限とする。

先進地現地研修申請者が
会員であること

現場での安全対策を支援します。

作業中の思いがけない事故による怪我への補償に備えて、傷害総合
保険への加入に対して、助成をします。

自分で、自分の山の手入れをする場合 間伐材の搬出等を行うために必要な作業道を整備する場合

保　険

間　伐 作業道

▶保険加入に要する掛金を補助します。
補助対象経費 補助率 補助要件

傷害総合保険加入
に要する掛金

2分の1以内
ただし、掛金は1人当た
り2万7千円以内
※補助額1万3千5百円が
　上限

傷害保険加入者が会員で
あること

対象林齢 11～60年生 31～60年生

事業名 公益林保全整備事業
（保育間伐）

森林整備支援事業
（搬出間伐）

事業規模 0.1ha以上／施行地

伐採率 30％ 30％ 20％

補助条件
など

保安林又は市町村森林整備計画
に規定する公益的機能が高い森
林で集約化が困難な人工林

国庫補助事業の対象とならない
人工林

補助金額 定額 80,000円/ha 定額 183,000円/ha 定額 122,000円/ha

作業道路網の種類 路面整備 開設

作業道1.5m（幅員2.0m未満） 1mあたり100円 1mあたり500円

作業道2.0m（幅員2.5m未満） 1mあたり130円 1mあたり800円

作業道2.5m（幅員3.0m未満） 1mあたり150円 1mあたり1,000円

作業道3.0m（幅員3.0m以上） 1mあたり200円 1mあたり1,500円

林材業労働災害防止協会高知県支部　 TEL.088-856-5721上記のお問合せ

蜂刺され対策を支援します

労働安全衛生の向上を目的に、小規模林業を実践する方が、蜂刺
され対策として医療機関に支払う医療費に対して、助成をします。

蜂刺され対策支援

▶蜂刺され対策として医療機関に支払う経費を補助します
補助対象経費 補助率 補助要件

蜂刺され対策として、
医療機関に支払う経費
※経費対象は、蜂アレルギー血液検
査、処方登録受託医師診察料、自己
注射管理指導料、自動注射器購入
費、毒液吸い出し救急用具　他

2分の1以内
ただし、8千円が上限
※自動注射器購入について
は1人1個までとし、購入費
の補助金の額は5千円を上限

購入者が会員
であること

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4602

お問合せ
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